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みんなで仲良く「ハイ・ポーズ」（丹波小学校）

印刷・（株）少國民社

平成15年度予算

丹波小学校入学式

丹波山保育所入所式

丹波中学校入学式

お知らせ

丹波中学校卒業式

介護保険料について

村議会・駐在所紹介

主な内容

人口と世帯
（15年4月末現在）

人口 903人
男 437人
女 466人
世帯 383戸
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地方交付税が減少し、
厳しい予算編成になりました

平成15年度一般会計の予算案が、３月定例村議会に提出され、
原案どおり可決されました。一般会計当初予算は、歳入・歳出そ
れぞれ15億2,200万円となり前年度に比べて5,000万円（前年
比3.2％）の増額となりました。

一 般 会 計 当 初 予 算

平 成 1 5 年 度

▲保之瀬地内土砂崩落現場

村民税
20,860

たばこ税
4,000

固定資産税
21,675

入湯税
20,000

軽自動車税 951

◇村税予算の内訳　　　　 （単位：千円）

特別地方消費税交付金
1地方譲与税 7,122

利子割交付金 962

村税 67,486

地方消費税交付金
6,003

地方交付税
620,000

分担金及び負担金
5,551使用料及び手数料 4,349

国庫支出金 33,791

県支出金
221,834

財産収入
1,480

寄付金 1

繰入金
179,000

繰越金
14,000

諸収入
108,352

地方特例交付金
1,968

自動車取得税交付金
3,100

村債
247,000

◇歳入予算の内訳　　　　　　 （単位：千円）

着
陸
場
」
の
建
設
に
係
る
補
助
金
で

す
。
村
の
高
齢
化
に
伴
う
救
急
患
者

の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
と
共
に
、
近

年
増
加
傾
向
に
あ
る
山
岳
遭
難
や
事

故
に
よ
る
け
が
人
に
対
し
救
急
体
制

の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、

「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
場
」
の
建

設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
県
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
（
あ
か
ふ
じ
）、
県
警

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
は
や
て
）、
東
海

大
学
病
院
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
現

在
、
や
む
を
得
ず
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
小
菅
村
の
へ
リ
ポ
ー
ト
を
利
用
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
よ
り
安
全

で
時
間
を
節
約
す
る
た
め
に
も
「
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
場
」
の
建
設
は

必
要
で
す
。

県
支
出
金
は
、
前
年
度
に
比
べ
四

十
五．

八
％
増
の
二
億
二
千
百
八
十

三
万
四
千
円
を
計
上
。
新
山
村
振
興

等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
に
よ
る

「
有
線
テ
レ
ビ
施
設
整
備
工
事
」、
林

業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
「
林
道
山

王
沢
線
工
事
」、
林
業
居
住
環
境
整

備
事
業
に
よ
る
「
林
道
大
指
線
工

事
」
等
に
よ
る
補
助
金
で
す
。

村
債
は
、
前
年
度
に
比
べ
七
千
六

百
万
円
増
の
二
億
四
千
七
百
万
円
を

計
上
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十
五
年

度
末
の
地
方
債
残
高
は
、
十
七
億
七

千
万
円
弱
（
四
月
一
日
現
在
人
口
九

百
八
人
で
計
算
す
る
と
一
人
あ
た
り

二
百
万
円
弱
）
と
な
る
見
込
み
で
す
。

総
務
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
六．

村
の
歳
入
の
四
割
強
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
、
前
年
度
に
比
べ
十

一．

七
％
減
の
六
億
二
千
万
円
を
計

上
。
地
方
交
付
税
制
度
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
く
財
源
を
地
方
交
付
税

に
頼
る
本
村
の
財
政
は
、
今
後
ま
す

ま
す
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
に
比
べ

百
三
十
六．

二
％
増
の
三
千
三
百
七

十
九
万
一
千
円
を
計
上
。
主
た
る
も

の
は
、「
救
急
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離

歳

入
（
主
な
も
の
）

歳

出
（
主
な
も
の
）

15億2,200万円
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議会費 38,399

総務費
153,872

民生費
159,762

衛生費
66,273

農林水産業費
386,898

土木費
192,015

消防費
101,496

教育費
124,186

災害復旧費 2

公債費
234,502

諸支出金 1,400
予備費 2,000

商工費
61,195

◇歳出予算の内訳　　　 （単位：千円）

■有線テレビ放送施設特別会計

471万円

有線テレビ施設の整備

■国民健康保険特別会計
（国保）

１億636万4千円
国民健康保険事業

（直診）

9,481万5千円
医科、歯科診療所運営

■介護保険特別会計

5,352万2千円

介護保険事業

■特定環境保全
公共下水道事業
特別会計

1億7,222万円

下水道施設、浄化セ
ンターの管理

■簡易水道事業
特別会計

1,680万2千円

水道施設の整備

■老人保健特別会計

1億4,245万
8千円

老人保健事業

■教育奨励資金特別会計

670万円

高校や大学へ通う人たちへの
奨学資金貸付事業

■水源の里保健休養施設事業
特別会計

3,500万円

村営つり場、そば処、すべり
台など村の観光施設の運営、
整備

■温泉事業特別会計

1億5,950万円

のめこい湯の経営

特別会計

予　算

八
％
減
の
一
億
五
千
三
百
八
十
七
万

二
千
円
を
計
上
。
減
少
の
主
な
要
因

は
人
件
費
の
減
額
に
よ
る
も
の

で
す
。

民
生
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
九．

二
％
増
の
一
億
五
千
九
百
七
十
六
万

二
千
円
を
計
上
。
四
月
一
日
現
在
の

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
三
百
八

十
二
人
。
全
人
口
九
百
八
人
の
四
十

二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
高
齢
化
傾

向
は
今
後
も
進
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
医
療
費
の
増
加
や
福
祉
の
充
実

を
図
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
（
事

業
・
直
診
〔
診
療
所
〕）
会
計
、
老

人
保
健
会
計
、
介
護
保
険
会
計
の
繰

出
金
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

衛
生
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
三
十

九．

九
％
減
の
六
千
六
百
二
十
七
万

三
千
円
を
計
上
。
減
少
の
主
な
要
因

は
簡
易
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
減

額
に
よ
る
も
の
で
す
。

農
林
水
産
業
費
は
、
前
年
度
に
比

べ
二
十
五．

六
％
増
の
三
億
八
千
六

百
八
十
九
万
八
千
円
を
計
上
。
主
な

も
の
は
、
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業

特
別
対
策
事
業
に
よ
る
有
線
テ
レ
ビ

施
設
整
備
工
事
や
農
林
道
整
備
に
よ

る
も
の
で
す
。

土
木
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
九．

五
％
減
の
一
億
九
千
二
百
一
万
五
千

円
を
計
上
。
減
少
の
主
な
要
因
は
下

水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
減
額
に
よ

る
も
の
で
す
。

消
防
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
五
十

二．

九
％
増
の
一
億
百
四
十
九
万
六

千
円
を
計
上
。
増
加
の
主
な
要
因
は

「
救
急
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
場
」

の
建
設
に
よ
る
も
の
で
す
。
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４月４日（金）に丹波小学校で入学式が行われました。今年
のピカピカの一年生は８人。先生方、在校生、来賓の皆さんの
見守る中、ちょっと緊張していましたがしっかり挨拶を聞いて
いました。みんな元気いっぱい「がんばれ！」

丹波小学校入学式

丹波山保育所入所式

▲青柳裕也くん
（奥秋・幸男さん）

▲木下絢太くん
（奥秋・武久さん）

▲武井誠也くん
（中組・明信さん）

▲守屋愛里ちゃん
（中組・美鈴さん）

▲橋詰孝一くん
（高尾・修さん）

▲岡部つね美ちゃん
（押垣外・豊喜さん）

▲岡部慶代ちゃん
（押垣外・岳志さん）

▲廣瀬太一くん
（押垣外・浩蔵さん）

▲舩木歩ちゃん（保之瀬・和久さん） ▲山森渓くん（奥秋・浩人さん）

４月３日（木）に丹波山保育所で入所式が行われました。今年のピッカピッカのひよこ
組（２歳児）は２人。入所式では緊張していましたが終わった後、すみれ組、ゆり組のみ
んなと仲良く遊んでいました。みんな「かわいい」
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丹波中学校入学式
４月４日（金）に丹波中学校で入学式が行われました。今年
の新入生は７人。３月の小学校卒業式とは違い、ちょっと大人
に見えました。新しい中学校生活も勉強にスポーツにがんばっ
てください。

▲木下優也くん
（奥秋・利博さん）

▲河村紘大くん
（下組・春樹さん）

▲福留琢也くん
（高尾・浩さん）

▲田中志歩さん
（高尾・廣光さん）

▲田中綾さん
（高尾・雄二さん）

▲森一樹くん
（押垣外・茂さん）

▲吉野智博くん
（鴨沢・勝一さん）

四
月
一
日
（
火
）
に
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
で
「
丹
波
山
村

消
防
団
任
命
式
」
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
団
長
は
引
き
続

き
舩
木
昭
和
さ
ん
を
任
命
し
、

舩
木
団
長
か
ら
副
団
長
は
じ

め
新
し
い
役
員
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
貴
重
な
新

入
団
員
は
四
名
、
退
団
者
は

十
六
名
。
平
成
十
五
年
度
、

丹
波
山
村
消
防
団
は
五
十
六

名
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
退
団

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
長
い
間
ご

苦
労
様
で
し
た
。

■
平
成
十
五
年
度
丹
波
山
村
消
防
団

団
長
任
命
　
舩
木
昭
和

副
団
長
任
命
　
岡
部
　
清

副
団
長
任
命
　
藤
原
　
貢

部
長
任
命
　
舩
木
良
哲
（
第
一
部
）

広
瀬
浩
蔵
（
第
二
部
）

班
長
任
命

青
柳
和
夫
（
第
一
部
専
任
）、
酒
井
一
彦
（
第
二
部
専
任
）、
舩
木
　
努

（
第
二
部
専
任
）、
松
島
信
一
、
小
林
　
薫
、
酒
井
智
生
、
河
村
直
樹
、

舩
木
　
伯
、
小
林
弘
幸
、
河
村
　
透
、
嶋
崎
忠
久
、
橋
詰
　
修
、
岡
部
栄

久
、
岡
部
隆
一
、
吉
野
一
也
、
木
下
和
彦
、
橋
詰
幸
起
、
木
下
喜
人
、

芦
澤
泰
士
、
木
下
武
久
、
坂
本
孝
文
、
田
中
雄
二
、
木
下
修
一
、
嶋
崎
義

人
、
橋
詰
昭
人

■
新
入
団
者

楳
澤
千
代
男
、
吉
野
は
や
と
、
杉
浦
宏
治
、
相
生
有
得

■
退
団
者

河
村
義
信
さ
ん
、
安
藤
敬
司
さ
ん
、
木
下
浩
一
さ
ん
、
白
木
敏
彦
さ
ん
、

嶋
崎
　
啓
さ
ん
、
河
村
道
明
さ
ん
、
守
屋
一
郎
さ
ん
、
坂
本
光
久
さ
ん
、

舩
木
義
久
さ
ん
、
芦
澤
　
忍
さ
ん
、
落
合
　
睦
さ
ん
、
青
柳
成
明
さ
ん
、

守
屋
秀
寿
さ
ん
、
守
屋
　
旭
さ
ん
、
河
村
勝
喜
さ
ん
、
奈
良
彰
宏
さ
ん

丹
波
山
村
消
防
団
任
命
式

▲任命式



白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
先

天
性
免
疫
不
全
症
な
ど
の
血
液
難
病

は
、
骨
髄
移
植
と
い
う
治
療
法
に
よ

り
健
康
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
患
者
の
皆
さ
ん
を
一
人
で

も
多
く
救
う
た
め
に
は
、「
命
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
言
わ
れ
る
骨
髄
提

供
者
が
必
要
で
す
。
多
く
の
皆
様
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
登

録
の
で
き
る
方
は
二
十
歳
か
ら
五
十

歳
ま
で
の
健
康
な
方
で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
は

富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
健

康
福
祉
部
保
険
福
祉
企
画
課

（
０
５
５
４
―
２
２
―
７
８
２
４
）

五
月
二
十
六
日
（
月
）
か
ら
三
十

日
（
金
）
ま
で
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
係
る
県
内
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。
解
体
等
の
工
事
現
場

へ
立
入
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
八
十
㎡
以
上
の
建
物
を
解
体
す
る

際
は
、
工
事
の
七
日
前
ま
で
に
市

町
村
へ
届
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

木
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
分
別

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
現
場
か
ら
排
出
さ
れ
た
廃
棄
物
の

再
資
源
化
が
求
め
ら
れ
、
建
設
業

許
可
・
解
体
工
事
業
登
録
を
受
け

た
業
者
が
現
場
に
標
識
を
掲
示
し

て
施
工
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
問
い
合
わ
せ
は

山
梨
県
土
木
部
建
築
指
導
課

（
０
５
５
―
２
２
３
―
１
７
３
５
）

◇
募
集
種
目

＊
二
等
陸
・
海
・
空
士

◇
応
募
資
格

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
者

◇
受
付
期
間

八
月
四
日
〜
九
月
十
日

◇
問
い
合
わ
せ

試
験
内
容
等
は
自
衛
隊
山
梨
地
方

連
絡
部
大
月
募
集
事
務
所
へ

（
０
５
５
４
―
２
２
―
１
２
９
８
）

◇
職
　
　
種
　

＊
警
察
官
Ａ
・
警
察
官
Ｂ

◇
受
験
資
格

警
察
官
Ａ

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
以
降
の

生
ま
れ
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
方
又

は
平
成
十
六
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方

警
察
官
Ｂ

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
の
生
ま

れ
で
、
Ａ
区
分
以
外
の
方

◇
受
付
期
間

七
月
二
十
三
日
〜
八
月
二
十
二
日

◇
問
い
合
わ
せ

試
験
等
は
山
梨
県
警
察
本
部
警
務

課
人
事
担
当

（
０
５
５
―
２
３
５
―
２
１
２
１
）

又
は
丹
波
駐
在
所

（
８
８
―
０
２
１
０
）
へ

第99号 広　報　　た　　ば　　や　　ま （6）

郡
内
地
区
の
短
歌
愛
好
者
の
親
睦

と
活
動
の
活
性
化
を
願
い
、
作
品
を

募
集
し
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

◇
作
品
数
　

三
首
以
内

（
未
発
表
の
作
品
で
あ
る
こ
と
）

◇
受
付
期
間

平
成
十
五
年
五
月
二
十
日
（
火
）

ま
で

◇
応
募
料

一，

〇
〇
〇
円

（
郵
送
の
場
合
は
小
為
替
）

◇
用
　
　
紙
　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
（
Ｂ
４
判
）

◇
提
出
先

〒
四
〇
一
―
〇
三
〇
一

河
口
湖
町
船
津
一
七
四
七
　

河
口
湖
町
教
育
委
員
会
（
郡
内
短

歌
大
会
担
当
）

又
は
丹
波
山
村
教
育
委
員
会
へ

◇
問
い
合
わ
せ
先

実
行
委
員
会
事
務
局
　
小
池
好
男

（
０
５
５
５
―
７
２
―
０
５
２
５
）

河
口
湖
町
教
育
委
員
会

（
０
５
５
５
―
７
２
―
０
０
０
１
）

丹
波
山
村
教
育
委
員
会

（
０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
１
）

短
歌
大
会

◇
日
時

平
成
十
五
年
七
月
十
二
日
（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
〜

◇
場
所
　
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
「
動

物
愛
護
・
管
理
条
例
」
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は

◇
成
犬
・
成
ね
こ
、
あ
わ
せ
て
十
頭

（
匹
）
以
上
飼
う
方
は
届
出
等
が

必
要
で
す
。

◇
犬
・
ね
こ
の
引
き
取
り
が
有
料
化

と
な
り
ま
す
。

◇
一
頭
（
匹
）
二，

〇
〇
〇
円

〔
生
後
九
十
一
日
以
上
〕

◇
一
頭
（
匹
）
四
〇
〇
円

〔
生
後
九
十
一
日
未
満
〕

他

〈
動
物
を
飼
う
と
き
は
〉

◇
去
勢
・
不
妊
手
術
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◇
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

◇
首
輪
・
名
札
を
付
け
、
飼
い
主
の

連
絡
先
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◇
問
い
合
わ
せ
は

富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
健

康
福
祉
部
衛
生
課

（
０
５
５
４
―
２
２
―
７
８
２
２
）

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
障
害

者
に
対
す
る
「
支
援
費
制
度
」
が
か

わ
り
ま
し
た
。

対
象
者

次
の
者
で
、
村
か
ら
支
援
費
支
給

決
定
を
受
け
た
者
が
「
支
援
費
」
の

支
給
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

◇
身
体
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
）

◇
知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳
所
持
者
）

◇
障
害
児
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
所
持
者
等
）

◇
問
い
合
わ
せ

申
請
方
法
等
ご
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
役
場
住
民
課
へ

（
０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
１
）

7利用者
  負担額
    の支払

支援費制度の仕組み

　 1情報提供・相談
2支援費支給申請

　 3支援費支給決定
4受給者証交付

8支援費の請求

9支援費の支払い

利　用　者 県知事

丹波山村役場 指定事業者・施設

障害者（保護者）

指定

5契約

6
 サービス
   の提供

第
一
回

郡
内
短
歌
大
会
に

応
募
し
よ
う
！

犬
・
ね
こ
を

飼
っ
て
い
る
方
へ

「
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
」

の
募
集

山
梨
県
警
察
官
募
集
に

つ
い
て

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

パ
ト
ロ
ー
ル
」の
お
知
ら
せ

支
援
費
制
度
が
始
ま
り
ま
す

自
衛
官
募
集
に
つ
い
て



村
で
は
、
村
税
（
村
県
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
）
・
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
口
座

振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。
口
座
振
替

に
し
て
い
た
だ
く
と
「
あ
、
忘
れ
て

た
」
と
い
う
事
が
な
く
な
り
納
期
限

内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」

を
お
勧
め
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

丹
波
山
村
役
場
総
務
課
・
住
民
課

（
８
８
―
０
２
１
１
）

丹
波
山
村
指
定
金
融
機
関

Ｊ
Ａ
ク
レ
イ
ン
丹
波
山
支
店

（
８
８
―
０
２
２
１
）

（7） 広　報　　た　　ば　　や　　ま 第99号

こ
の
保
険
は
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
、文

化
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、地
域

活
動
な
ど
を
行
う
五
名
以
上
の
グ
ル

ー
プ
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
五
名

以
上
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
や
グ

ル
ー
プ
は
ぜ
ひ
加
入
し
、
安
心
し
て

体
力
づ
く
り
等
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◇
問
い
合
わ
せ

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
へ

（
０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
１
）

インターネットで「東京日帰り温泉人気投
票」を検索すると、東京近郊の温泉施設ランキ
ングが表示され、５月８日現在で丹波山温泉
「のめこい湯」が１位にランクされています。
コメントを覗いてみると、
・お湯が最高
・硫黄臭がありGOODです
・硫黄臭が心地よい
などお湯に関する評価が高いようですが、
・きれいで気持ちいい
・手打ちおそばがお薦め
など温泉で働く従業員の努力が評価されて

いるコメントもあり、丹波山温泉「のめこい
湯」は多くの皆さんに評価されています。
入湯客数は平成14年度、159,404人の利用
客があり、平成13年度に比べ10,109人増加し
ました。入湯客数が増えれば入湯税も増え、
平成14年度は2,000万円余が村税収入となり
ました。「のめこい湯」は村の収入面・雇用面
で大変貢献しております。どうか村民の皆さん
に利用していただくとともに今後も村外の皆さ
んに「のめこい湯」を宣伝していきましょう。

村
税
等
の
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

▲嶋崎もも子さん
（上組・義人さん）

▲舩木由美さん
（保之瀬・日出夫さん）

▲舩木優太くん
（保之瀬・良哲さん）

▲矢澤里絵子さん
（押垣外・勤さん）

▲山本春香さん
（下組・栄二さん）

三
月
十
二
日（
水
）丹
波
中
学
校
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
校
へ

行
っ
て
も
「
が
ん
ば
れ
丹
波
っ
子
」。

丹
波
中
学
校

卒
業
式
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平成12年度から「介護保険制度」が始まり、丹波山村でも「高齢者保健福祉計画」「丹波山村介

護保険事業計画」を策定しました。これにより、地域に生活する高齢者が安心して日常生活を送れ

るよう福祉サービスの充実に努めて参りました。介護保険制度の運用開始から３年が経過し、急速

な高齢化により高齢者の利用が増加するなど制度への認知が高まり、利用の割合も増加していま

す。そのため、これまでの「高齢者保健福祉計画」「丹波山村介護保険事業計画」を見直し、より

よい高齢者福祉のための環境づくりと福祉サービスの充実を目的として、新たに「丹波山村高齢者

保健福祉計画・第２期介護保険事業計画」を策定しました。第２期介護保険事業計画は、平成15

年度から平成19年度までの５カ年を計画期間としています。なお、今回の計画の策定に伴い、平成

15年度から平成17年度までの『介護保険料（年額）』が下記のとおりとなります。

＊ご不明な点については役場住民課へ

（０４２８－８８－０２１１）

世帯員全員が住民税非課税で老齢福祉
年金受給者で住民税非課税世帯

対　　象　　者

「介護保険保険料（年額）」（平成15年度から平成17年度）

世帯全員が住民税非課税の場合

本人が住民税非課税の場合

本人が住民税課税の場合
（所得金額200万円未満）

本人が住民税課税の場合
（所得金額200万円以上）

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

平成12年度～
　平成14年度

平成15年度～
　平成17年度

11,070円

16,610円

22,150円

27,690円

33,220円

13,100円

19,650円

26,190円

32,740円

39,290円



（9） 広　報　　た　　ば　　や　　ま 第99号

丹波山村議会議員一般選挙が４月22日（火）に告示さ
れ、立候補者が定数（10名）と同じ10名でしたので無投
票当選されました。（ ）内は当選回数。

▲酒井重幸　議員
（新）

▲守屋茂久　議員
（４）

▲守屋富重　議員
（２）

▲白木昭一　議員
（４）

▲守屋徳重　議員
（新）

▲岡部一喜　議員
（５）

▲木下香奈子　議員
（４）

▲松島三郎　議員
（４）

▲岡部　靖　議員
（３）

▲青O安江　議員
（４）

県警の人事異動に
より、中村正樹警部
補が県警本部刑事部
鑑識課より丹波駐在
所に赴任されました。
「丹波山村は、豊か
な自然に恵まれた環
境と、人情味あふれ
る人々に囲まれた大
変すばらしい所と聞

いております。初めての駐在所勤務ですが、一
日も早く村内の様子を覚えるとともに、皆様に
親しんで頂き、すべての方が安心して暮らせる
村づくりのために一生懸命努力したいと思って
いますので、よろしくお願いいたします。」

丹波駐在所の中村です

▲岡部晃也くん（１歳）
生年月日平成13年７月12日
（保之瀬・晃さん）

▲長谷川洋美ちゃん（０歳）
生年月日 平成14年10月１日
（保之瀬・達弥さん）

新しい村議会議員
の皆さんです

▲警部補・中村正樹さん
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丹波山村行政組織図
平成15年４月１日現在

課　　長 橋 詰 　 武・課の統括、人事・財産管理、市町村合併
副 主 査 木 下 武 久・財政全般、過疎対策、交通安全、有線テレビ
副 主 査 木 下 和 彦・企画全般、ＩＴ情報化、職員給与、統計調査
主　　任 長谷川達弥・税務、消防防災、広報、契約
主　　事 杉 浦 宏 治・出納、共済組合、総合事務組合
業 務 員 岡 部 美 子・庁内用務、文書事務
臨時職員 守 岡 辰 也・庶務、庁車運転
司　　令 木 下 栄 和・
司 令 補 坂 本 英 光・
消防士長 舩 木 正 之・救急救命士
消防士長 河 村 和 彦・救急救命士
消 防 士 　　　　　・

課　　長 岡 部 　 薫・課の統括、環境衛生、簡易水道、衛生組合
主　　幹 坂 本 五 一・戸籍・住民基本台帳、国民年金、老人医療
主　　任 芦澤将一郎・老人福祉、介護保険
主　　任 白 木 敦 子・国民健康保険、身障者福祉
主　　事 相 生 有 得・児童福祉、児童手当、保育所、文書事務
保 健 師 長 田 朋 美・保健衛生
業 務 員 安 藤 敬 司・水道業務
主　　幹 守岡登美子・保育士
主　　幹 橋 詰 和 恵・保育士
主　　事 久保田崇史・保育士
嘱 託 員 橋 詰 幸 子・所内用務、給食
医　　師 古 屋 禎 男・医師
主　　幹 清 水 善 明・医療事務
看 護 師 武 井 千 春・看護師
嘱 託 員 田 中 裕 子・受付事務
医　　師 渡邊日出男・歯科医師
主 事 補 岡 部 順 子・受付事務、医療事務
福祉専門員 守 屋 春 枝・
生活指導員 濱 本 泰 博・
生活援助員 岡 部 栄 久・
ヘルパー 酒 井 智 子・
ヘルパー 芦澤千歳瀬・
看 護 師 黒川とも子・
介護職員 舩 木 良 美・
介護職員 芦澤小百合・
調 理 員 岡 部 民 子・

課　　長 青 柳 重 久・課の統括
副 主 査 木 下 喜 人・土木、下水道、林道整備、商工業
主　　任 芦 澤 泰 士・山村振興、中山間、農政、公営住宅
主　　事 守 屋 　 剛・観光、水源の里、農道整備、林務、夏まつり
嘱 託 員 河村あゆみ・庶務、文書事務
主　　幹 田 中 寿 二・支配人
業 務 員 酒 井 裕 子・
業 務 員 白 木 敏 彦・
業 務 員 青 柳 祐 吾・
 小 池 文 夫・村営つり場管理人
 田 中 芳 子・そば処やまびこ庵
 舩 木 昭 和・すべり台
 楳 澤 幸 江・総合観光案内

次　　長 守 屋 　 勤・委員会事務の総括、学校教育
副 主 査 吉 野 一 也・社会教育・体育、スクールバス、給食
嘱 託 員 吉 野 松 見・庶務、文書事務
嘱 託 員 山本真由美・給食調理
嘱 託 員 芦澤美奈子・給食調理
嘱 託 員 木 下 礼 子・給食調理
嘱 託 員 舩木あかし・小学校用務
嘱 託 員 清 水 　 都・中学校用務
嘱 託 員 魚田恵美子・資料館受付

総　務　課

大月市消防署
丹波山出張所

保　育　所

医科診療所

歯科診療所

社会福祉協議会
（高齢者生活福
祉センター）

のめこい湯

水源の里施設

観 光 協 会

給食センター

小・中学校

民俗資料館

住　民　課

村 　 長
守 屋 武 彦

教 育 長
嶋 崎 常 雄

振　興　課

教育委員会

収 入 役
坂 本 　 求

平成15年度村職員の配置と担当

生
年
月
日
　
昭
和
五
十
五
年
五
月
七
日

出
身
地
　
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

「
住
民
課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
、
相

生
有
得
で
す
。
ま
だ
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

常
に
全
力
を
尽
く
し
、
一
生
懸
命
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」

生
年
月
日
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
九
日

出
身
地
　
東
京
都
世
田
谷
区

「
総
務
課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
杉
浦

宏
治
で
す
。
仕
事
中
は
庁
舎
の
中
に
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
あ
ま
り
住
民
の

方
と
出
会
う
機
会
は
、
少
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。」

四
月
一
日
付
で
村
職
員
の
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
。
新
体
制
の
配
置

は
次
の
と
お
り
で
す
。
新
採
用
職
員

と
し
て
総
務
課
に
杉
浦
宏
治
、
住
民

課
に
相
生
有
得
の
二
名
を
迎
え
ま
し

た
。
平
成
十
五
年
度
も
職
員
一
同
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

三
月
三
十
一
日
付
け
で
住
民
課
の
国

民
健
康
保
険
を
担
当
し
て
い
ま
し
た

奈
良
彰
宏
さ
ん
と
大
月
市
消
防
署
丹

波
山
出
張
所
の
守
岡
富
雄
さ
ん
が
退

職
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
ご
苦
労
様

で
し
た
。

▲相生有得
あいおいとものり

▲杉浦
すぎうら

宏治
こ う じ


